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Summary 
Interspecific crosses were made between P. avium and P. p.ωtciflora with a view to breed the 
dwarfing rootstock of sweet cherry， and following results were obtained. 
(1) Degree of fruit setting in the crosses was found to be varied with every year. For acquisition 
of hybrids， the crosses should be conducted reciprocaly and should be repeated for several years. 
(2) Fruit setting in the P.μucifl肝aXP. avium crosses was beter than in the reverse combination 
when polinations were conducted in the same circumstances. 
(3) Fruit fal of the bigger fruits was fewer than those of medium and smaller ones. 
(4) Histological study revealed very poor embryo formation in the hybrid seeds. 
緒 言
現在導入されている甘果オウトウ (P.avium)とシロ
ハナカラミザクラ (P.pseudocerasus)との雑種由来とい
われる3)わい性台木 ‘コルト， (COLT)は，わが国にあっ
ては必ずしも，予期したようなわい化効果を示さず，従
来用いてきた台木種以上の喬性効果を示す場合があると
の報告別)もある.
本実験で交配親として用いようとするシナミザクラ
(P. pauciflora)は中国の山西， i可南，華東，華中，華南
周辺に多く分布すると言われている 2)4) 9)シロハナカラ
ミザクラと極めて近縁な穫である.この植物は樹形がわ
い性であるのみならず，さし木繁殖が極めて容易で，甘呆
オウトウとのつぎ木活着の可能性も確認されている6)
また，従来から甘果オウトウやサクラの台木として最
も普通に用いられてきたアオパザ、クラは 3倍体で気根
を持つことからオオシマザクラと気根をもっシナミザク
ラ両種の雑種由来との見方もあり(岩手県紫波郡橋本
農場々主橋本昌幸，私信)，アオパザクラの成立要因と
してのシナミザクラの関係も考えられていて，サクラや
オウトウの台木にとって好ましい遺伝子をシナミザクラ
が担っている可能性が推測される.このようなところか
らシナミザクラは甘果オウトウのわい性台木開発上の交
配親として極めて重要な材料植物と考えられる.
一方シナミザクラは，甘果オウトウに比べて早生で，
5月中下旬に果実が完熟する.この早生の形質を甘果オ
ウトウに導入することによって早生種の育成が考えられ
る.この早生種が成立すれば，甘果オウ トウの裂果の対
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策としての雨除テントに要する経費が削減されよう.こ
のよ うにシナ ミザク ラは現在の栽培体系を変え得る品種
の育成に役立つかも知れない
最近片岡 ら(1991)5)は甘果オウトウとシナ ミザクラの
交配についての成功を報告しているが，この組合せにつ
いての検討は一般にまだ少ない.
以上のような観点に基づいて甘果オウトウとシナミザ
クラの正逆交雑を行った.本報告では交配結果のみを示
すこととした.
材料および方法
1.材料植物 :甘呆オウトウには， 山形大学農学部研究
園場に栽植されている品種を用いたが，1982年の交配に
あっては山形県寒河江市内の果樹園に栽殖されている 4
品種('ナポレオン¥'佐藤錦¥ー 高砂¥‘ビ芳、ロー ジヤボレー，)
を母親樹として用い，その際の花粉親と しては当園栽植
のものの花粉の他に埼玉県春日部市栽植個体の εナポレ
オン 高砂'の 2品種の花粉を用いた.また，シナミ
ザクラには1970年代に千葉大学園芸学部から入手後，山
形大学農学部研究園場に栽植中の l系統を用いた.
2.方法 :
1)花粉の採取と発芽調査:甘果オウトウ品種におい
ては 3月中・ 下旬-4月上旬，寒河江市内の栽植樹よ
り多数の花奮をつけた枝を切取り ，水を入れた1/5000ワ
グネルポッ トに基部を浸して，ガラス室内で開花促成を
行い開花させたものから当研究室で開発した花粉吸引器
により花粉を採取した.採取花粉は薬包紙に包んでシャ
ーレに納め， 5.Cの冷蔵庫中で貯蔵し交配に当り供試し
た.
シナ ミザク ラの花粉は，別報7)に示したものと同様の
方法で除雄の際に得られた奮より採取した
交西日に当っては，予め供試花粉の発芽調査を行いその
活力の把握に努めたが，その方法は別報7)に示した通り
である.この際粉末寒天培地よ り市販の棒寒天の方が効
果あることが見出されたので，以後の実験には棒寒天を
使用 した.しかし以前の実験には粉末寒天を用いたこと
から年度聞の花粉発芽率の比較は出来なかった.
なお，花粉発芽培地は寒天 1%，ショ糖15%とし， 20.C
暗黒下，48時間後の発芽状況を顕微鏡下で観察した.
2)交配:1982-1985年には一部の組合せについて正
逆交雑を行ったが， 1987年は，甘果オウトウ品種 ‘佐藤
錦'Xシナミザクラの片側正組合せ交雑のみ行った.
交配は，正組合せ交雑の甘果オウトウ×シナ ミザク ラ
については 4月下旬ー5月上旬に戸外で，逆組合せ交雑
については1982年と1984年はガラス室内で，他の年度は
すべて戸外で行った ガラス室内における交配はコンテ
ナ植えのシナミ ザクラの株を 3月中旬にガラス室に搬入
し 3月下旬-4月上旬開花したものについて行った.
除雄は開花受粉日の 1-3日前に実施する事を原則と
し，その交配日は交雑結果の表(第 1-5表)の中に示し
Fruit Set(%) Cross combination Pollen germination (%) 
(%) 
60 40 20 0 ♀ 合 o 20 40 60 (%) 
(01 94) z
Rα叫 umcv 
Napoleon X P. paucifl肝α
(43.3) 
(0/105) Satohnishiki X 。
(11 96) Rockport X イシ
(01 90) Bi. Jabouley X 。
(42.3) (281104) 
X P.α叫 um
P. Pαuciflara Satohnishiki 
(221 93) Rockport (33.1) 
Fig. 1 Fruit sets in the interspecific crossings : P.avium X P. pauciflara and pollen germination of 
paternal parents (1982) 
Z : No. of fruit set/No. of flowers pollinated 
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た通りである.
授粉は毛筆または発泡スチロ ルの細片先端に花粉を
塗布して柱頭先端に押し当てる方法によった
結果および考察
1.種間交雑親和性程度
3 
1982年の戸外での交配では 授粉後 1~ 3花房毎に紙 1) 1982年:第 1図の結果から明らかなように，甘果
袋と雨除け用のポリエチレン袋を重ねて被う方法をとっ オウトウを母親樹に用いた交雑にあっては，‘Rockー
たが，それ以降の年度の交雑では，除雄 ・授粉共に被袋 port' (高砂)に於て僅かに 1%程度の結実を得たに過
をしないまま放置する方法によった. 1985年に除雄した ぎない.これに対し，逆組合せ交雑のシナミザクラ ×
残りの甘果オウトウ 5品種の計1605花を袋掛けをしない ‘佐藤錦' シナミザクラ×‘高砂の 2組合せにあっては
で放置したところ，結果率は 0%であった.このことか 結果率はそれぞれ26.9%と23.3%であった.用いた父親
ら，無袋処理による目的以外の交配父親樹との雑交の恐 樹花粉の発芽率が33.1~43 . 3% であったこと(第 1 図)
れはないものと考えられた. から考えて甘果オウトウ‘佐藤錦高砂'2品種を用いた
結果率の調査は交配 lか月一40日後に実施した.なお， 交雑にあっては逆組合せ交雑の交雑親和性程度が明らか
シナミザ、クラ呆実の適熟期はおよそ交配40日後に相当し に勝っているものと判断された.
た.調査時期は第 1表に示した 2) 1983年:甘果オウトウを母親樹に用いた正組合せ
Table 1 Fruit sets in interspecific crossi時 betweenPrunusα1附
Cross combination Date of 
pollination 
♀ 合
lスαt叫隅 × P. pauciflorα 
cv. Napoleon イシ Apr. 23 
クSatohnishiki ク 26 
クZaohnishiki イン 24 
クRockport イシ 26 
クEmperorFrancis 。 24 
今日okkoh イン 26 
クGloriousStark Gold イシ 26 
Totals 
Z : Figures in parentheses are percentages 
Y: Fruit size L: large M: medium 
No. of flowers No. of fruit set(%) z 
pollinated at 25th May at 18th June 
F W L+M(%)z L M L+M(%) 
259 o 0 ( 0 ) o 0 ( 0 ) 
250 3 13 (6.4) 3 0 (1.2) 
203 o 1 (0.5) o 1 (0.5) 
188 7 0 (3.7) 4 0 (2.1) 
221 1 1 (0.9) 1 0 (0.5) 
185 12 1 (7.0) 12 0 (6.5) 
206 o 0 ( 0 ) o 0 ( 0 ) 
1512 23 16 (2.6) 20 1 (1.4) 
x : 0 : completeム incompleX: vestigial embryo (observation at next spring) 
No. of Nature of 
seeds embryos 
obtained 
oxムxXX 
O o 0 。
3 o 2 1 
1 o 0 1 
4 1 2 1 
1 1 O O 
12 o 0 12 
O o 0 O 
21 2 4 15 
Table 2 Fruit sets in ir山 rspecificcrossi時 betweenP.仰ucifloraand Prunusαν間前 cv.(1983) z) 
Cross combination Date of No. of flowers No. of fruits Nature of 
pollination pollinated ste (%) Y embryos 
♀ 合 ox L:ゾ XX 
P. PαucifloraXP. a日um
cv. Napoleon Apr. 13 200 O( 0 ) O O O 
ク クSatohnishiki イン 206 2 (0. 97) O 1 1 
イ少 クRockport イシ 105 1 (0. 95) O O l 
Totals (r田 an) 511 3 (0. 59) O 1 2 
Z : Observation at May 30 
Y : Figures in parentheses are percentages 
x : 0 : completeム incompleteX: vestigial embryo (observation at next spring) 
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交雑(第l表)がその逆組合せ交雑(第2表) より勝つ 場合には正逆組合せのいずれも 0%であった.次に正組
ていた.特に‘高砂'と北光を母親樹にした場合は2.1%， 合せ交雑の結実数を果実の大きさ別および時期別に比較
6.5%と高い値を示した.なおナポレオン'を用いた すると，大型(L)果実は高砂の 7個が4個に減少した以
Table 3 Fruit sets in reciprocal crossings between Pn桝削 αVtU隅 cv.and P. Tαucψora(1984) 
Cross combinatio日 Date of No. of flowers No. of fruits 
pollination pollinated set(%) Z
♀ 合
P. at叫叩 Xp' Pαuciflora 
cv. Napoleon ク ク May. 8 330 11 (3.3) 
クSatohnishiki ペシ 。 134 7 (5.2) 
。Tenkohnishiki/ イシ イシ 52 6 (11. 5) 
Totals (means) 516 24 (4.7) 
P. pauciflorα Xp'αU叫悦
。cv.Napoleon March. 19-22 211 o ( 0 ) 
。//Satohnishiki 。 183 o ( 0 ) 
。'"Rockport イシ 1153 7 (0.6) 
Totals (means) 1547 7 (0.5) 
note 
Rαν Xp.pαuci. crossings were pollinated in the open-air， and its reciprocal crossings 
were pollinated in the glasshouse 
， : Figures in parentheses are percentages 
Table 4 Fruit sets in reciprocal crossings between Pr抑制即叫慨 cv.and P.μucψora(1985) ， 
Cross combination Date of No. of flowers No. of fruits 
♀ 合 pollination polinated set (%) 
f宅仰仰別 X P. pauciρora 
cv. Napoleon イシ Apr. 26-29 505 O( 0 ) 
cv. Satohnishiki ク ク 524 3(0.6) 
cv. Zaohnishiki 。 イシ 491 3(0.6) 
cv. Tenkohnishiki イシ 。 1675 4 (0. 2) 
cv. Emperor Francis イシ イシ 367 O( 0 ) 
Totals 3562 10 (0.3) 
Mean of first three combinations 1520 6(0.4)Y' 
P. pauciflo叩 X P. aviu制。 cv. Napoleon Apr. 13-14 323 7 (2.2) 
イシ 。Satohnishiki 。 315 2(0.6) 
イシ ク Zaohnishiki イシ 314 4 (1.3) 
イシ 。Rockport イシ 218 8 (3. 7) 
イシ ク Tenkohnishiki イシ 227 O( 0 ) 。 。EmperorFrancis イシ 209 9 (4. 3)
イシ ク Glo.Stark Gold イシ 231 5 (2. 2) 
Totals 1837 35 (1. 9) 
Mean of first three combinations 952 13 (1.4) yb 
， : Reciprocal crossings were polinated in the open-air 
Y: X2 value=7.2(Difference between a and b is significant at 1 %) 
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外は，いずれの母親樹品種にあってもそのまま第 l回目
調査時の果実数を保ち，途中落果する果実はなかった.
しかし，中型(M)果はこの間に落果が著しく，大型呆由
来のものの方が有利であることを示していた.
3) 1984年 :交配方法別に合計した結果率は甘果オウ
トウを母親樹に用いた場合4.7%で，シナミザクラを母
親樹に用いた場合(0.5%)に比べて高い結果率を示した
(第3表).なお天香錦'を母親樹に用いた組合せでは
11.5%の高い結果率を示していた.
逆組合せ交雑では第 1回目調査時期にはかなりの数の
果実が残っていたが，日数の経過とともに急速に落果し，
6高砂'の 7呆が最終的に残っただけであった(第3表)
正逆両交雑に共通な‘ナポレオン'と‘佐藤錦'だけに
限って比較をしても，正交雑が3.3，5.2%に対して，逆
交雑がそれぞれ 0%であって，前年と同じ傾向を示した.
ここまでの実験結呆には戸外とガラス室で行ったもの
が混在していたので単純な比較はできないが，特にガラ
ス室内の交雑が不利な環境で実施されたとは考えられな
い.そこで翌年度には同一環境下での交配を試みること
とした.
4) 1985年 :戸外での交雑結果を第4表に示した.共
通する供試品種3組合せに限って比較すると，正交雑が
0.4%，逆交雑が1.4%であり， χ2検定の結果，差は有
意であった.
Fig. 2 Fruit shapes of the mother plant (p. avium cv. 
Satohnishiki) pollinated by P. Jり倒的βorapollen 
5) 1987年:第 5表は甘果オウトウ‘佐藤錦'Xシナミ
ザクラの l組合せについての片側組合せ交雑のみの交配
結果である 結果率は8.6%であり，第 2図のような正
常な形態の果実を得ることが出来た.
これは1983年‘北光'を用いた場合の6.5%をしのぐ結果
率であった.
以上のように年度により交雑方向の違いによる結果率
の値に一貫した傾向が認められず，今後，交配時の環境
要因等について更なる検討が必要と恩われた.
2.支配結実果の種子の解剖学的観察
1983年交配によって得た種子の内部を翌春解剖して調
査した結果，21粒中完全な妊の形態を示すものは 2個体
だけで 4個体は不完全，15個の旺は殆ど種皮内は空洞
で点状の痕跡物状態を示し全く旺の判別ができないほど
の内容物となっていた.
このように種間交雑にあっては充実した種子が得られ
にくいことが推察された.
本報告では雑種種子の発芽から実生獲得に至る経過に
ついては全く触れていないが この点についてもひき続
き報告する予定である.
摘 要
オウトウわい性台木の開発を目的に，甘果オウトウ品
種とシナミザクラ聞の種間交雑を行った.その結果，
(1) 交雑による結果率には，おそらく交配時の環境条
件に影響された年度別変異が見られ，単年度で高い結果
率を示した組合せが複数年度にわたり同じ傾向を示すこ
とはなかった.
(2) 交雑組合せの結果率には正逆間で違いが認められ
た.斉一な環境下の実験に限ると，シナミザクラを母親
に用いた場合がその逆交雑組合せに勝る傾向を示した
が，単年度のデータに限られ，更なる検討が必要である.
(3) 全般に交雑結果率は低く ，十分な大きさに至らず
に途中で落果するものが多かったが，大型果実の途中落
果は中型果実に比べて少なかった
(4) 果実種子を内部観察したところ，匪の充実度の不
Table 5 Fruit sets in interspecific crossing between P印刷savium cv. X P. pauc切ora(l987)
Cross combination Date of No. of flowers No. of fru市 IHarvesti時sdate 
♀ 合 pollinatio日 pollinated set(%) ， 
P. t旧uciflora May 1 651 56(8.6) June 9-12 
， : Figures in parentheses are percentages 
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良なものが多いことがわかった.
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